
第７回 箕面市地域公共交通活性化協議会 会議録 

 

１．日 時 

平成２２年５月１４日（金） 午後３時３０分～午後４時００分 

２．場 所 

箕面市役所 委員会室 

３．出席者 

（会 長） 

・箕面市副市長 伊藤哲夫 

（副会長） 

・箕面市地域創造部長 小泉正己 

・大阪大学大学院工学研究科教授 新田保次 

（監 事） 

・街づくり支援センターみのお 清田栄紀 

・箕面商工会議所専務理事 松出末生 

（委 員） 

・大阪大学大学院工学研究科准教授 松村暢彦 

・大阪大学大学院工学研究科助教 猪井博登 

・阪急電鉄株式会社都市交通事業本部都市交通計画部長 上村正美 

（代理出席）都市交通計画部副部長 奥野雅弘 

・阪急バス株式会社取締役自動車事業部長 西山 哲 

（代理出席）自動車事業部営業計画課調査役 瀧川文章 

・阪急バス労働組合副執行委員長 勝 正雄 

・みのおの交通を考える会 永田よう子 

・自転車道ﾈｯﾄﾜｰｸ公募市民 松木 亮 

・共同企業体ＳＳＯＫ組合管理本部長 横山吉広 

・東急不動産 SC ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ株式会社箕面ﾏｰｹｯﾄﾊﾟｰｸｳﾞｨｿﾗ総支配人 滝川隆文 

・株式会社ﾋﾞｰﾊﾞｰﾚｺｰﾄﾞﾋﾞｰﾊﾞｰﾜｰﾙﾄﾞ箕面船場統括ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 米津秀春 

・学校法人大阪青山学園事務部経理課長 福田貴夫 

 （代理出席）事務部庶務課長 津田加男留 

・有限会社箕面自動車教習所取締役総務部長 桐村敏昭 

・国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局首席運輸企画専門官（総務企画） 吉村靖弘 

・国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局首席運輸企画専門官（輸送） 井上景之 

（代理出席）運輸企画専門官（輸送） 小森成人 

・大阪府都市整備部交通道路室参事 柴﨑啓二 

・大阪府池田土木事務所維持管理課長 山本公一 

・箕面市みどりまちづくり部長 山田 学 

・大阪府箕面警察署交通課長 多々見淳一 

・箕面市教育委員会事務局教育次長 中井勝次 
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・箕面市市長政策室長 具田利男 

・箕面市健康福祉部長 小野啓輔 

・箕面市地域創造次長（商工担当） 竹内正夫 

（欠 席） 

・社団法人大阪タクシー協会常務理事 井田信雄 

・粟生第二住宅自治会長 若松武志 

・分科会の副分科会長 加藤博一 

・大阪船場繊維卸商団地協同組合専務理事 田村正喜 

・国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所管理第二課長 藤本昭彦 

・国土交通省近畿運輸局企画観光部交通企画課長 浪越祐介（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

・国土交通省近畿運輸局自動車交通部旅客第一課長 田村充啓（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

・国土交通省近畿運輸局鉄道部計画課専門官 松下浩二（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

以上、委員３２名のうち２７名出席、オブザーバー３名はいずれも欠席。 

４．議 題 

（１）平成２１年度事業報告及び収支決算について 

（２）平成２２年度収支予算の変更について 

（３）事業指示負担金交付要綱の制定について 

（４）新たなバス車両のデザイン選考結果について 

（５）平成２２年度の分科会について 

（６）その他 

５．議事要旨 

（１）平成２１年度事業報告及び収支決算について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑なし。】 

（２）平成２２年度収支予算の変更について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑なし。】 

（３）事業指示負担金交付要綱の制定について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑なし。】 

（４）新たなバス車両のデザイン選考結果について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑なし。】 

（５）平成２２年度の分科会について 

【原案どおり承認する。】 

【意見・質疑なし。】 
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（６）その他 

【意見・質疑応答は次のとおり。】 

○新規バス停設置にかかる協議、手続き状況は。 

→約５０箇所の新規バス停の設置のうち、各バス停前の地権者及び自治会の方々に説明し、９

割程度の方々に理解を得ることが出来ている。しかし、残りの１割程度の方々に、理解が得

られていないという状況であり、バス停設置箇所の見直しも含めて、箕面警察に指導を受け

ながら対応していく予定である。５月中に全ての箇所で理解を得られるように進める。 

→バス停や上屋の形状を決定し、阪急バスに運行許可手続きを早急に進めてもらう。 

○精神障害者に対する割引は適用されるのか、またその方法は容易か。 

→現在運行している阪急バスの路線バスでは、精神障害者の割引はなされていない。新たなバ

スでは、精神障害者にも割引を適用する方向で検討しており、最終的な決定は、まだである

ものの、阪急バスと調整中である。調整結果については、次回協議会で報告する。 

→現在、阪急バスを含め、大阪府下の路線バスでは精神障害者の割引は行っていない。今回の

新たなバスでは、精神障害者の割引の検討は行うが、阪急バスは同じ取り扱いはできない。 

 

以上 
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